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　　　　　　　　　　　　　　　　　平成十一年二月二十二日

　　登場人物

黒媛（岡山吉備路の最北端、山方の豪族海部直の娘、

　　この地方一番の美女）宮廷へ奉公に出る

仁徳天皇（在位五世紀前半／難波に都す、第十六代天皇）黒媛を寵愛

后、磐媛（いわひめ）黒媛に嫉妬する

海部直（あまべのあまた）（山方の豪族、現在の地名勝北町山形、

　　黒媛の父）

海部直の妻（黒媛の母）

朝廷の使者（黒媛の奉公を伝える）

朝廷の使者（高句麗の侵略を告げる）

后の家臣

出雲の国の家臣

留吉（村の若者）

村人達

村の子ども達

　　第一幕

時は五世紀前半、美しい中山仙（現在の山形仙）の裾野にたたずむ館

豪族海部の居館と屋敷の外

海部の居館

難波の朝廷から使者がやって来て、海部に伝える。

「娘、黒媛を宮廷へ奉公に出されたい」

海部は家臣に指示して、支度を始める。

海部の髪はみずら（髪を頭の真ん中から左右に分け、耳のあたりで輪が形

　　に結んだもの）

海部は氏の首長。氏神の祭祀をつかさどる。氏を代表して朝廷に仕え、朝

　　廷での地位、職務を世襲。

黒媛が奉公に出る話はたちまち村中に知れ渡る。

優しい黒媛は村の子ども達に慕われている。

屋敷の外

村の子ども達は歌う「黒媛さまが、京へ行く、京へ行く」

黒媛に惚れている村の若者留吉は気が動転する。

振られたと思い込み仕返しを思い立つ。

黒媛、十九の春。

れんげの花が咲き誇る。

天高くヒバリが舞い、さえずる。

黒媛は宮廷の使いの者と難波へ向かう。

黒媛は髪を長くたらした色白のこの地方一番の美女。

見送る、父海部、母、村人達、子ども達、そしてこかげに隠れて見送る村

　　の若者留吉。

　　第二幕

難波の京

宮廷の中

黒媛を一目見るなり胸の高鳴りを感じる天皇

京に来て、黒媛はますます磨きがかかる。

黒媛を可愛がる天皇

黒媛も天皇に好意を持つ。

天皇の目のかけように、焼き餅を焼く后、黒媛をいじめる。

宮廷へ奉公してから、一年が経過する。

后のいじめに耐えきれなくなった黒媛は故郷、山方へ逃げ帰る。

黒媛を忘れられない天皇は理由を付けて、山方へ行くという。

「山方には優秀な帰化人がいる」と天皇

「宮廷によべばよろしいでは」と后、納得がいかない。

「溜池など治水の技術と現地を見たい」と天皇は言い張る。

ますます焼き餅を焼く后は、山方の黒媛をさらって出雲の国へ送ることを

　　企てる。

出雲までは、天皇も足を伸ばさないだろうとの思いである。

后は出雲の国へ使者を出す。

使者に朝鮮の百済で作られた刀剣・兜・鎧などの武器を土産に持たす。

使者は山方の黒媛をさらって出雲へつれ去るよう伝えるために出発する。

　　第三幕

山方海部直の居館の外

難波の宮廷から逃げ帰る黒媛を迎える村人達、子ども達

「黒媛さまが帰られた、黒媛さまが帰られた」と歌いながら喜ぶ。

木かげでのぞき見る若者留吉。逆恨みはますます激しさを増してくる。

日々が経っても、黒媛は京の天皇をおもう。

黒媛は館の外へ出ては、東の空を仰ぎ、天皇をおもう気持ちつのらせる。

空にはヒバリが舞い上がり、さえずっている。

黒媛は、もしも、ヒバリになれたら、難波の天皇の様子がみえやしないか

と思ったりもする。

館の中

朝廷からの使者が来る。

海部へ伝える。

「天皇がお越しになります」と使者

「黒媛が逃げ帰ったので、そのことで、村の人々への仕打ちなどなけれは

　　よいが」とつぶやく海部

「治水の技術と指揮をしている帰化人に会いたいとのこと」と使者は言う。

館の外

黒媛を取り巻きながら村の子ども達は歌う。

「天皇さまがいらっしゃる、天皇さまがいらっしゃる」

天皇が来るのを心待ちにする黒媛

海部、黒媛の母、黒媛、村人達、子ども達、天皇の一行を出迎える。

木かげの留吉に近づく難波から来た后の家臣と出雲の国の家臣

「出雲から黒媛をつれに来た、この地の地理にうとい」と出雲の家臣

「黒媛を憎んでいる」と留吉

「刀剣をやる。力をかして欲しい」と難波から来た后の家臣は留吉を

　　買収する。

「承知した」と一つ返事の留吉

留吉と出雲の家臣と難波の后の家臣は黒媛を狙う一団となる。

黒媛をさらって行く機会を狙うが、子ども達が邪魔になり、どうにも手が

　　出せない一団

お叱りでなかったので、安心する海部

天皇は溜池の視察を済ませ、黒媛と時を過ごす。

「山縣に蒔ける菘菜も吉備人と共にし採めば楽しくもあるか」仁徳天皇

「倭方に西風吹き上げて雲離れ退き居りとも我忘れめや」黒媛

山方の天皇の行宮

難波から使者が到着する。

日本が領有している朝鮮の百済（くだら）へ高句麗（こうくり）軍が侵略

　　しており、戦闘状態であると天皇に伝える。

「難波へ帰って指揮を願いたい」と使者

天皇は急遽、難波へ帰る。

　　第四幕

中山仙の裾野に広がる田園地帯、黒目の土居

時は秋、黄金色に実った稲穂がまぶしい。

のどかな田園で、子ども達と遊んでいる黒媛

ときおり、東の空を仰いでは、難波の天皇を思っている。

そんなことは知らない子ども達は、無邪気に黒媛に付きまとう。

キキキキキと空を引き裂くようなモズの声

留吉と出雲の家臣、そして難波の后の家臣ら一団が黒媛に近づく。

あわや、黒媛。と、その時、那岐山の上空が俄に曇り真っ暗になって来る。

黒媛と子ども達は、一団に気づきもせず館へ急ぐ。

那岐山から吹き下ろす暴風。広戸風である。天の助けであろうか。

留吉らの一団は広戸風に巻き込まれ、風下へ、風下へとおされて行く。

「広戸風だ、広戸風だ」「天罰だ、天罰だ」と留吉も戒慎する。

出雲の家臣も難波の后の家臣も、「天罰だ、天罰だ」と出雲へ、難波へと、

　　それぞれの国へ逃げ帰って行く。

館へ急ぐ黒媛の着物が暴風に巻き込まれ、身体が浮かんだと思うと、あれ

　　よ、あれよと、子ども達がみとれているうちに、天高く舞い上がり、

　　遠い東の空へと消えて行く。

子ども達が歌う。

「黒媛さまが大空へ、黒媛さまが大空へ」

やがて、広戸風もおさまり、子ども達の知らせで集まる村の人達。

海部、黒媛の母、村人達、子ども達、そして、留吉の姿。

みんなが見渡す田園の草むらに、誰にも気づかれないでポツリと一羽のヒ

　　バリの姿がある。

春になると、山形の空には、ヒバリが舞い上がり、「天皇恋しや、天皇恋

しや」とさえずるという。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　完
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